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	スライド 1
	スライド 2: 【対 象 者】大阪市内の福祉関係施設・事業所に勤務する管理職、チームリーダー及び近い将来 　　　　　　それらの役割を担うことが想定される職員 【内　　容】１．講師による基調講演「社会福祉法人・福祉施設による地域協働について 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ～社会貢献事業のメリットについて考える～」 　　　　　　２．交流会・情報交換会　≪名刺を交換しながら、交流・情報交換をしましょう！≫ 【定　　員】３０人（申込多数の場合は抽選） 【申込方法】受講申込書に必要事項を記入し，ＦＡＸまた

